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福岡県の地質概要と地盤リスク

－ 土木地質から見た福岡県が抱える問題 －

ＮＰＯ法人研究機構ジオセーフ
理事 矢ケ部秀美

ふくおかの川と水の会
令和２年１１月４日
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今日の話題：

（１） 福岡県の地形・地質概要

（２） 主な地層と地盤リスクの事例

（３） 地盤情報データベースから見た地盤リスク

① 福岡県に飛来した火山砕屑物

（火砕流堆積物・火山灰）

② 地域の標準（基準）ボーリング

③ 福岡県の活断層

④ 筑紫平野と大分平野との地盤対比

（４） 総括 土木地質屋からの要望

今日のトピックス①

3

〇約９万年前 阿蘇４火砕流は福岡県全域を覆った

那珂川市安徳台（裂田溝さくたのうなでの解説ＷＥＢ）

北九州市城野遺跡付近の阿蘇４火砕流堆積物
田川郡赤村赤の露頭写真：

出典：福岡大学理学集報 柚原・福崎
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今日のトピックス② 筑紫平野の陥没構造

1 2

3 4
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（１）福岡県の地形・地質概要

福岡県 移住・定住
ポータルサイト より

福岡県の地形 → 地質構造による規制が顕著

6

＊北西－南東および南北方向のリニアメント

＊東西方向のリニアメント

伊万里-松山ライン

7

松山伊万里ライン

長崎三角地域
別府-島原地溝

水縄断層帯

大分熊本ライン

アーバンクボタ ： 別府島原地溝 より

8
出典：九州の後期新生代火山活動をめぐる諸問題

日田

完新世まで続く
沈降ゾーン

更新世でほぼ沈降が
終わったゾーン

新生代の火山活動ゾーン

5 6

7 8
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9

福岡県の地質概要

日田盆地

10

福岡県 伊良原ダム事業検証に関する検討報告書（ＷＥＢ公開資料）

新生代火山岩類

花崗閃緑岩・火山岩類

三郡変成岩類

花崗岩類 花崗岩類

三郡変成岩類・付加体 付加体堆積岩類

三郡変成岩類

11

産総研 地質図 Ｎａｖｉ

＊産総研によるシームレス地質図の提供
12

＊調べたい場所の大まかな地質分布は把握できる。
＊凡例表示でその場所に出現する主な岩石名もわかる。

9 10

11 12
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13

若戸大橋地質調査 日本道路公団→九州大学理学部への委託 昭和30年

ＷＥＢ公開資料： 日本道路公団若戸橋工事事務所
「若戸橋工事に際して行った調査」

＊調査結果によって線形や橋形式が決定された経緯が記載されている。
14

昭和44年に完成していた有明海周辺の
軟弱地盤地質分布図

Ｎ値５以下の軟弱層の分布

15

門司市風師山附近の地質
門司市風師山附近の地すべり

九大工学部集報
山崎達雄・野田光雄

昭和28年の集中豪雨による土砂災害後に調査作成

（２）主な地層と地盤リスク事例

三郡変成岩類 筑肥（筑後）変成岩類

16

合瀬耳納トンネル 変成岩ゾーンでトラブル：脆弱質の泥質片岩部

八女市側 うきは市側

岩石名 ： 緑色片岩、泥質片岩、砂質片岩、石英片岩、千枚岩、蛇紋岩など

1990年豪雨災害 国道3号／辺春川沿いの崩壊 立花町松尾地区の地すべり
2012年の八女地域、2017年の朝倉地域の土砂災害
糸島峠の地すべり、令和2年（2020年）7月豪雨 八女市

福岡県ＷＥＢ公開資料より

13 14
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17

大規模な地すべりの発生 星野村柳原地区地すべり

幅２３０m，長さ３５０m，すべり層厚30mの規模（５ブロックで動く）

筑後変成岩類の片岩の強風化部および厚い崖錐堆積物がすべる

移動土塊が河道を約200mにわたって閉塞

国交省ＨＰ

18

八女市星野村の柳原地区地すべり
すべり末端部星野川沿いの状況
＊一時は移動土塊で閉塞される。

上部滑落崖から中腹部を望む

19

柳原地区地すべり 地質断面図

片岩層

崩積土層

200

250

300

標高(m)

＊異常に厚い崖錐堆積物 強風化岩が何度も動いて現地に残留している？
２０～４０ｍの層厚

＊八女地域は福岡県内でも大規模な地すべり地が分布する地域である。
平成１５年十籠地すべり（星野川上流 熱水変質帯地すべり）

（福岡県県土整備部 提供）

星
野
川

20

1990年九州中北部豪雨災害
八女市立花町 松尾地区の地すべり

筑後変成岩類の強風化片岩のすべり

＊最大すべり層厚約20m

1990年7月九州中北部豪雨による災害の
調査・研究報告書（文部省科研費）

17 18

19 20
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令和２年７月豪雨災害
一般県道白木上辺春線

21

泥質片岩と砂質片岩
風化厚さは10m前後
泥質片岩→粘性土へ
砂質片岩→礫質土へ 22

深層風化（変成岩類）と規模の大きな崩壊

乙石川源頭部

乙石川源頭部 崩壊面

寒水川源頭部

寒水川源頭部 崩壊面

平成29年九州北部豪雨災害 朝倉地域 三郡変成岩類分布地域
地質構造と関係して局部的に深層風化が進む箇所で大規模崩壊が発生

古くからの地すべり地や断層破砕帯

八女香春線 星野川 上長尾地区兼用護岸の崩壊

23
＊堅硬な岩盤と破砕質の岩盤（おそらく断層破砕帯または熱水変質帯）とが交互に出現して大型ブロック積み擁壁基礎の掘削が滞った。

最終的には仮設アンカー工の打設でやっと落ち着いた現場。 上流谷あいの急こう配水衝部では今後も洗堀の危険性がある。

主な地層と地盤リスク事例

24

関門層群 風師山周辺の崩壊と土石流災害（昭和２８年災）

福岡県土木部砂防課

21 22

23 24
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福間飯塚線 笠置峠の道路切土による岩盤すべり

関門層群中の頁岩、凝灰岩互層および
玢岩が層理面と断層面を境にクサビ状の
岩盤すべりを起こしたもの

土木研究所藤澤室長の指導

福間飯塚線笠置峠の道路切土による岩盤すべり

26地すべり学会 研究発表会資料集から

27

大規模な頭部排土工とアンカー工法
による抑止工を採用

地すべり学会発表

米山標高691m

広蔵山 標高703m

三郡変成岩類

添田花崗閃緑岩

豊肥地域火山岩類

新第三紀～前期更新世

古第三紀層

阿蘇火砕流堆積物

地層の古い順
三郡変成岩類

↓
添田花崗閃緑岩

↓
古第三紀層

↓
豊肥地域火山岩類

↓
阿蘇火砕流堆積物

鳥屋山 標高645m

産総研地質ＮＡＶＩ

主な地層と地盤リスクの事例
花崗岩類 ２０１８年朝倉地域

25 26

27 28
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複雑な地質構造 全体的または局部的に風化が深部まで及んでいる原因

29

花崗閃緑岩に見られる
水平方向の不連続面
後からの衝上断層？

泥質片岩のクサビ崩壊面に
見られる高角の小断層群

安山岩溶岩のキャップロック構造
花崗閃緑岩と変成岩類との
インターフィンガー状の境界

安山岩溶岩

泥質片岩

泥質片岩

花崗閃緑岩

断層破砕帯

河床洗掘跡に露出した
断層破砕帯（乙石川）

朝倉・日田地域の地層の風化プロセス

○ 花崗閃緑岩 均質にまさ土化した深さ＝90m以上

岩盤→多亀裂性弱風化岩→鬼まさ→まさ土→赤まさ

流出・堆積土砂： 砂／玉石（核岩）

○ 変成岩類 風化して土砂化した深さ＝数m

岩盤→多亀裂性弱風化岩→岩塊・礫状→礫まじり粘性土

流出堆積土砂： 礫まじり土，岩塊，角礫（細粒分流出）

○ 豊肥地域の火山岩類 多亀裂性岩盤厚さ＝20m

岩盤→多亀裂性弱風化岩→岩塊・礫状

（自破砕部は局所的に粘土化する）
30

31

朝倉地区のマサ土の土取り場
（建設材料の供給基地）

国土地理院地形図

赤谷川

白木谷川

寒水川

ブルで容易に堀削

比高90mの尾根付近の均質に風化したまさ土

杷木花崗閃緑岩の風化形態

32

斜面全体がまさ土化した強風化部 岩芯が玉石状に残留する強風化部

河床で削剝された塊状の弱風化部 河床付近の弱風化部から強風化部へ

29 30

31 32
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平成２９年九州北部豪雨災害 白木谷川（源頭部）

33〇上位から安山岩、片岩、花崗岩の地層が分布する 〇まさ土化した花崗岩が深く抉られる

堆積した岩塊は安山岩 伐採地で発生

花崗岩

片岩

安山岩

安山岩

片岩

滑落崖の右肩部

福岡市周辺の花崗岩地帯の土砂災害

34

四王寺山の土石流（まさ土化した花崗岩）

35黒木・磯・後藤：「2003年福岡豪雨による大宰府市原川流域の土石流と斜面崩壊の地形・地質的特性について」より 36

33 34

35 36
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37

九州自動車道 大宰府ー福岡間 花崗岩の風化形態（大野城）10m前後のまさ土

38

深層風化が進み、ほとんどまさ土化している。石礫の混入が少ない。

39
最終的な対策工の出来形

40

昭和３８年の早良災害

花崗岩地帯に発生した土石流

福岡市早良区室見川水系僧座川

砂礫型の土石流が集落を襲う

福岡県県土整備部砂防課ＨＰより

集落近傍に堆積した巨岩塊

曲淵ダム

椎
原
川

▲

僧座川

金山

曲淵ダム

椎
原
川

連続雨量４２０．５mm 最大時間雨量１１０．５mm

山腹崩壊１５５箇所 死者３名

37 38

39 40
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主な地層と地盤リスクの事例
古第三紀層 筑紫野・古賀線の切土のり面崩壊

41
石炭層を挟む脆弱岩盤の崩壊
炭層周辺の頁岩類はスメクタイト類の粘土鉱物を含み膨潤性がある

施工中の筑紫野古賀線の堆積岩類地山

42

古第三紀層 風化岩層の平面すべりの事例

供用後1年も経ずに崩壊
〇 長大切土による除荷作用
〇 流れ盤すべり
〇 切土前は谷地形で風化が深くまで及ぶ
〇 切土による地下水の流れの変化
〇 走向断層の存在
〇 スレーキングしやすい頁岩・凝灰岩の挟在

博多駅前地下鉄工事による陥没事故

更新統

①更新統直下の古第三紀層（D2層）の 風化帯
に関する層厚・物性の調査が不十分

②都市の地下開発による地下水の分布が
場所によって大きく異なってきている？
→ 地下水位のモニタリングデータが無い
→ 精度の高い液状化マップが作れない

福岡市ＷＥＢ公開資料

41 42

43 44



12

福岡市の地下の古第三紀層の風化事例

45
博多駅周辺 博多区堅粕 御笠川右岸

博多駅周辺 住吉神社周辺

深度22m前後で基盤岩の頁岩風化層
あまり風化厚は厚くない

深度14mより砂岩層が出現するが、境界から10m程度は
著しく風化して、特に岩盤表面から７mはN値も６～１１と
低い値を示している。
砂岩層で地下水が浸透しやすく御笠川近傍であるという
環境が影響している可能性が高い。

地下の古第三紀層は岩の種類および地下水環境によって場所
による風化深度が大きく異なっている可能性が高い。

地盤情報データベースの活用に関する研究報告書（2012年）より
46

主な地層と地盤リスクの事例

新第三紀 豊肥火山岩類
日向神溶岩（流紋岩）の岩盤崩壊

1987年

＊岩盤表面に沿う節理面（シーテ
ィングジョイント）と不規則な縦

節理とのなす大ブロックが崩落

47

福岡県八女市田代地区
大規模な崩壊と河道の一時閉塞

福岡県県土整備部

48

福岡県八女市田代地区
大規模な崩壊と河道の一時閉塞

幅150m，滑落崖高４0m
安山岩溶岩自破砕部の強風化帯が崩壊

崩壊土砂の流出状況
多量の崩土が残留している

豊肥火山岩類の深層風化

45 46

47 48
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49

（福岡県県土整備部）

八女市黒木町田代地区の地質断面図

風化安山岩

風化片岩

笠
原
川

今回の崩壊

筑後変成岩類が火山岩類の堆積・浸食の繰り返しに
よって除荷作用のために著しく脆弱化

↓
矢部川上流域の大規模な地すべり・崩壊および土石流

50

国道２１０号
うきは市三春地区
岩盤崩壊とそれに
伴う風化岩すべり
（１９９２年）

その後

路線を筑後川の対岸
に移す線形改良が採
られた。

平成24年7月九州北部豪雨による地盤災害調査報告書

51

豪雨ルート①

豪雨ルート②

豪雨ルート③

直轄国道の被災履歴等から類推される豪雨ルート

花崗岩ゾーン

変成岩ゾーン

変成岩ゾーン＋火山岩ゾーン

地形性の線状降水系の解析

線状降水系と深層風化帯等の崩壊素因とが合致したとき大規模な土砂災害が発生
矢ヶ部私論 地盤工学会：平成２４年九州北部豪雨災害報告書で言及

変成岩ゾーン＋花崗岩ゾーン＋火山岩ゾーン

地震による地盤リスク事例

52

福岡県西方沖地震 志賀島周回道路の岩盤崩壊 震度6弱～5強

志賀海神社北の斜面崩壊 黒瀬地区吹付法面崩壊

地山は花崗閃緑岩 地震動でブロック化した岩塊が剥離崩壊

49 50

51 52
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地震による斜面崩壊事例

53

熊本地震 国道442号 矢部村宮の尾地区の岩盤崩壊 震度5弱

Aso-4の火砕流堆積物で柱状節理の発達
する溶結凝灰岩岩盤が強震動により崩落

一般に下位層との境界には軽石層や火山
灰層などの軟弱層を挟んでおり地震には
弱い

54

公益社団法人地盤工学会九州支部
研究委員会（Ｈ２２～Ｈ２３）

研究テーマ：地盤情報データベースの防災
および地盤環境への活用に
関する研究委員会

委員会メンバー
委員長 矢ケ部秀美
幹事長 廣岡明彦 （九州工業大学）
委 員 北園芳人 （熊本大学）
委 員 日野剛徳 （佐賀大学）
委 員 蒋 宇静 （長崎大学）
委 員 瀬崎満弘 （宮崎大学）
委 員 原 久夫 （琉球大学）
委 員 池見洋明 （九州大学）
委 員 平 瑞樹 （鹿児島大学）
委 員 工藤宗治 （大分高専）
委 員 石原与四郎 （福岡大学）
委 員 高田 誠 （中央開発）
委 員 横矢 直道 （福山ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）
委 員 柿原 芳彦 （応用地質）
委 員 田邊 秀明 （ｻﾝｺｰｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）
委 員 吉田 直紹 （ﾀﾞｲﾔｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

（３） 地盤情報データベースから見た福岡県の地盤リスク

九州地盤情報データベース

 地盤工学会九州支部

 国土交通省

九州地方整備局

共同で２００５年作成

55 56 (基礎工 2012年2月号)

53 54

55 56
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57

福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 合計

国 7,401 4,580 2,605 5,219 3,424 3,578 3,527 30,334

県 592 1,089 8,153 5,452 1,183 3,249 2,858 22,576

市町村 2,072 0 0 0 19 628 0 2,719

公社・
機構等

1,772 0 0 433 0 0 820 3,025

地盤図 1,115 0 0 0 0 3,820 0 4,935

その他 81 0 0 0 0 587 0 668

合計 13,027 5,669 7,473 11,221 4,626 11,862 7,204 64,257

Ver.1+ Ver.２のデータ内訳

58

掲載されているボーリングデータ総数
第３版 全九州： ８１，６２０本

59

①福岡県に飛来した火山砕屑物（テフラ層）
（火砕流堆積物・火山灰） 火山灰編年法

年代の特定された指標
広域テフラ層を用いて
地層の年代決定や地層
の対比を行う方法

九州の火山起源の主な広域テフラ層

阿蘇カルデラ Ａｓｏ－４

鬼界カルデラ Ｋ-Ａｈ，K-Tz

阿多カルデラ Ata

姶良カルデラ AT

60

主なテフラ層を構成する
火山ガラスの例

鬼界アカホヤ火山灰

姶良Ｔｎ火山灰

阿蘇４火山灰

学位論文：
強磁鉄鉱の特性を利用した
テフラ層の同定に関する研究

火山灰の噴出源の同定方法
●火山ガラスの屈折率
●含有有色鉱物の種類
●強磁性鉱物の特性

全国の第四紀テフラのカタログ
第四紀研究会

57 58

59 60
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61

指標広域テフラ

Aso-4


 8.5～9.0万年前

同一の年代を示す
日本全国を覆う
火山灰層

福岡市周辺
那珂川市の安徳台
早良区小田部丘陵

佐賀平野北部丘陵
有明海地下

地層の年代を教えてくれる火山灰層

福岡平野周辺のＡｓｏ-４の分布
＊那珂川市安徳台付近にはシラスに似た性状の非～弱溶結部が認められる。

62

矢ヶ部：「福岡市およびその周辺部に分布するテフラ層」九大工学部集報、１９７８より

北九州市城野遺跡付近の阿蘇４火砕流堆積物
出典：福岡大学理学集報 柚原・福崎

福岡市周辺までは火山灰の降下だけでなく
阿蘇の火砕流本体が到達した事実

南区若久の丘陵のＡｓｏ-４の異常堆積構造

63

＊２枚の岩相のＡｓｏ－４が分布している。両層とも角閃石を含んでいる。
８つのフローユニットの中の２層

上位層 ・・・ オレンジ色のぱさぱさした感触のガラス質火山灰層（鳥栖ローム層）
下位層 ・・・ ここでは灰白色の粘土層であるが、ガラス質のシラスに似た

性状を有する箇所もある。軽石が混じることもあり、最下位に
褐鉄鉱の硬いリーチング層を挟む（八女粘土層）。

＊下位層が液状化したような異常堆積構造が見られる。

昭和50年台はじめ頃の地表地質踏査（福岡市地盤図作成時）資料 64

姶良Tｎ火山灰
（AT）

入戸火砕流堆積物

（狭義のしらす層）

2.6～2.9万年前

＊福岡県では肉眼で見分けれ

るほどの厚さでは分布して

いない。

61 62

63 64
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65

K-Ah層
鬼界アカホヤ火山灰層

 7300年前

 完新統

 縄文早期と前期の境界。

 佐賀平野から筑紫平野

 に分布する沖積層の有

 明粘土層に挟まれると

 されるがボーリングコア

 では明瞭ではない。

 不知火海から熊本平野

 の地下および斜面には
の斜面 10cm～20cmの層厚で

 分布している。



海の中道 古砂丘中のテフラ層

66

＊福岡平野や筑紫平野の調査ボーリングではＡｓｏ－４はある層厚で肉眼で容易に観察できるが、
アカホヤ火山灰（Ａｈ）、Ａｔａ（阿多火山灰）は詳細に検鏡観察しないと確認できない。

下山正一：「福岡平野における縄文海進の規模と第四紀層」より

67

② 地域の標準ボーリング

標準ボーリングの必要性
◎簡易柱状図で土層断面を検討する場合、

地層が水平方向に繋がらないことが多い。
土層の対比・・・鍵層（火山灰層など）の明確化

↓
用語や土層名の統一 ＊観察者／調査会社の力量

◎基盤岩類の柱状図のコンテンツの不全
風化度区分や岩盤分類等の不統一

◎できれば各都市で標準ボーリング・コアの採取と
保存が必要（佐賀平野・鹿児島市は既に有り）

→ 観察会や講習会
標準ボーリング・コアの分析・保存（半割りコア）

→ 研究委員会報告にノウハウを掲載
68

液状化危険度マップ
（タイプII 直下型地震動）

＊海岸沿いと警固断層に沿う東
側の地域で液状化しやすい。

＊地下水位のモニタリングが不
十分で地下水位は地表面下
１ｍという仮定がある。

福岡市の都市地盤

From ： 研究委員会報告書， 福岡大学石原作成

PL値は、地盤のある深さの液状化のしやすさを表すFL値とは異なり、
地盤の総合的な液状 化の激しさを表す指数であることから、中央防災
会議や地域防災計画等による液状化危険度 マップ等に用いられる。

65 66

67 68
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69

福岡市の都市地盤
警固断層＝左横ずれ断層（水平方向にずれる性質）

福岡地盤図，１９８１

博多湾に近付くに
つれて浅くなり天神
凹地をなしている。

70

標準ボーリングの選定：警固断層を埋める地層

荒戸大橋

71

完新統

赤坂駅付近

福岡市の現在の標準ボーリング

福岡市周辺地盤の更新統は主に砂質
地盤で特徴付けられる。

＊現在も孔内に地震計が設置されモニタリングている？

72

荒江層 ｄＡＡｓｏ－４火山灰

博多粘土層ｄＨ

金武礫層ｄＫ

風化花崗岩

春日市須久北付近の警固断層
の窪みを埋める更新統

＊基盤岩の花崗岩の上に厚い更新統が分布している。
その中に阿蘇火砕流堆積物メンバーのＡso－４が
挟在する。

警固断層の南縁部は主に更新統から構成
される地盤であり，表層土が薄く活断層の
活動度を確認するのが非常に難しい状況
にある。

69 70

71 72
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73

佐賀平野・筑紫平野の事例
標準ボーリング位置図

産総研：「佐賀地域の地質」（下山正一・松浦浩久・日野剛徳）より

74

標準ボーリングとその対比

完新統

更新統

佐賀平野の地盤は異常に厚い更新統で
特徴づけられる

約1万2千年前

＊基盤岩は地下200m以上でないと出現しない

産総研：「佐賀地域の地質」より

75

嘉瀬コア（佐賀平野・筑紫平野 沖積層の標準ボーリング）

産総研：「佐賀地域の地質」より
76

嘉瀬コア（佐賀平野・筑紫平野 沖積層の標準ボーリング）

産総研：「佐賀地域の地質」より

73 74

75 76
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77

由布川テフラ（Ｙｆｇ）

Ａｓｏ-４

Ａｓｏ-３

地層対比の鍵層となるテフラ層

産総研：「佐賀地域の地質」より

78
堆積年代の指標となる産総研：「佐賀地域の地質」より

79

文部科学省
地震調査研究推進本部
平成２５年２月１日公表

九州地域の活断層の長期評価（第一版）

南海トラフを震源とする
プレート境界型地震
→ 大分県，宮崎県，鹿児島県

活断層を震源とする直下型地震
→ 北九州市，福岡市，熊本市

大分市，佐賀市，鹿児島市

阪神淡路大震災の住家被害（全壊）
と東日本大震災のそれはほぼ同数

③福岡県の活断層

九州地域の活断層
の長期評価概要

都市中心部の活断層は要注意

な
ん

南海トラフのプレート境界型
地震・津波

80九州地域の活断層の長期評価（第一版）

2013年公開資料 → 2016年の熊本地震（布田川断層帯）の活動確率が高かった

77 78

79 80
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81九州北部の活断層群

福岡県西方沖地震

82九州中部の活断層群

阿蘇カルデラ

多良岳南西部活断層群

2016年熊本地震 M７．３

83

警固断層のトレンチ調査例

警固断層のトレンチ調査の経緯
84

警固断層露頭（春日市下大利）

花崗岩の風化岩盤

Ａｓｏ－４ 火山灰層

9万年前のカルデラ噴火で堆積した
Ａｓｏ－４火山灰層に花崗岩体が
衝上した様相の露頭。

警固断層自体は左横ずれ成分の強
い断層であるとされている。

福岡地盤南部編（刊行：１９９２年）調査
時に発見した断層露頭

81 82

83 84
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85

地下鉄七隈線の開削区間で調査を実施
２００１年（平成１３年）

86

薬院サイトのスケッチ図

87

スケッチ区間

88

薬院サイト 掘削底面に現れた断層面

85 86

87 88
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89 90

掘削底面に現れた警固断層
＊左横ずれが観察された

活断層研究ＶＯＬ．２５より
南側壁面

91

薬院サイト
南側壁面の断層部分

活断層研究ＶＯＬ．２５より

残念ながら、上位のどの層まで断層が伸びていたかを
特定できていない。

92

浜の町サイト トレンチ位置決定（２００９年）

89 90

91 92
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93

浜の町サイト近傍での群列ボーリング

警固断層本体はもっと深度が深い位置でずれている？

94

浜の町サイトのトレンチ調査箇所の決定

断面図の向き

95

浜の町サイト トレンチ箇所の決定

96

93 94

95 96
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97

浜の町サイト 最終トレンチ面の写真

＊この断層面の調査では約8000年前に活動したことがわかった。
ただし，警固断層の本体かどうかは不明。

98

99

トレンチ面全体の合成

100

左横ずれ，1回のずれ幅＝２～３m，平均活動間隔＝１８00年から3300年，
最新の活動時期＝12700年以降～2000年前以前

飯塚市潤野地区

97 98

99 100



26

101

西山断層のトレンチ状況 見学会
（飯塚市潤野地区）

見学会の模様

花崗岩風化帯 未固結堆積物

産総研の活断層調査（トレンチ）
平成23年 西山断層
平成24年 警固断層

佐賀北縁断層のトレンチ

神崎町城原 二子地区

事前の調査ボーリングで
基盤岩やＡＳＯ－４層の
変位を確認

佐賀北縁断層のトレンチ

103

北

東
側
面

104

101 102

103 104
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益城町堂園地区熊本地震 地表地震断層 熊本地震地表地震断層のトレンチ（京都大学）

106

○今回は右横ずれ2m断層だが過去には上下
方向の変位を伴う活動があった可能性がある。

益城町堂園地区

活断層と建築物との関係 何が問題なのか

①現在の活断層に対する建築構造設計の現状

高い耐震性を持たせる。

断層の真上は避ける。

→ 活断層に対する規制は進んでいない。

② 世界

・米カルフォルニア州 活断層法１９７２

活断層の約１５０ｍ以内で開発する場合、調査を義務付け、

活断層線から両側約15m以内の新築を禁止

・ニュージーランド

市街地の活断層周辺で建物の高さを制限した事例

宅地開発で活断層線を避けて計画した事例がある。

・台湾

1999年集集地震後、震源断層である車籠埔断層の地表

断層線に沿って断層線から両側約15mの範囲を建築制限

107

③日本

・西宮市 条例１９９５

層周辺でのマンション・宅地造成時に市が活断層情報を提供すると

ともに、活断層を校了するように指導。

・横須賀市

北武断層の両側２５ｍの範囲で建築しないよう指導。

・福岡市

警固断層周辺の指定する区域で、高さ２０ｍを超える建物の構造

耐力を割り増すよう指導（資料参照）。

・別府市

立命館アジア太平洋大学の建屋の設計で亀川断層を跨がない

ような施設配置を行った事例がある。

●国内では指針など活断層上の建設を禁じているのは原子力発電所

とダムに限られているのが現状。

108

105 106

107 108
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新阿蘇大橋建設計画と施工状況（活断層対策）

左岸側アバットの建設状況

両岸ともにインクラインという
運搬を兼ねた移動式の大型施工
ヤードで作業の効率化が図られ
ている。

新阿蘇大橋は布田川断層を跨いでいる。
布田川断層は約2m水平右横ずれ断層。

→ 調査： 当該箇所では水平1.4mの横ずれ
断層を跨ぐ区間では単純桁とし動くことを許容
橋梁全体の構造への影響を抑止
橋脚横梁の天端幅を両サイド＋1.4m余裕長を持たせる

布田川断層横過位置

110

④ 佐賀平野・筑紫平野と大分平野との対比
ａ. 佐賀平野・筑紫平野の地盤

◎有明粘土層（完新統）は地表近くに １０～２０ｍの層厚で
分布し，Ｎ値が０～１で鋭敏比が高い軟弱地盤である。

◎異常に厚い更新統？？
佐賀市や大川市では深度２００ｍでも基盤岩に着かない

ｂ．大分市の都市地盤
◎ 完新統（沖積層）の堆積速度が著しく速い

基盤岩類が階段状にずれ落ちている。
→市内の活断層群の挙動

旺盛な河川からの土砂供給（大分川・大野川）
◎ アカホヤ火山灰層を挟む有明粘土相当層（中部泥層）は

海岸沿いの埋立地盤では２５ｍの砂層の下に層厚２０ｍ程度で
分布しており，自然の圧密作用を受けＮ値は８～１４と異常に
強度増加している。

＊佐賀平野・筑紫平野側は更新世に，大分市側は完新世に、地質構造
上の活発な活動おそらく活断層の活動による段差（陥没）構造の形成
があったと推定できる。
→ 現在もその傾向を持つ？ → 活断層の活動が活発

111

大分川 流路長： ５１km 流域面積：６３６km2

大野川 流路長：１０５．５km 流域面積１４７６km2

Bor. No.300531

112

大分川沿いＮ－Ｓ断面図
（大分大学 千田昇）

中部泥層

K-Ah

K-Ah

K-Ah

K-Ah

（K-Ah）

109 110

111 112



29

113

27.0～27.2mに

K-Ah層を挟む

大分川流域 標準ボーリング千田先生の分類

調査深度：5４m

完新統 層厚＝43.7m

深度3.8m

深度7.5m

深度16.8m

深度33.5m

深度43.7m

114

６号埋立地の
基礎地盤

層厚25m

層厚40m

層厚12m

総掘進長＝82m

N値＝８～１４

大野川の海への
延伸部の標準
ボーリング

孔口標高＝-1.2m

中部泥層のＮ値
は１０以上と自然
の圧密作用で
強度増加している？

完新統の全層厚＝７７ｍ

（深度60m前後）

K-Ah

115

大分平野に伏在する活断層
大分大学：千田昇ほか

6号埋立地

標準ボーリング

116

（４）土木地質屋からの要望（地質リスクの回避に向けて）

① 福岡県内で実施された地質調査資料の収集整理
岩盤 ・・・ 県内の岩石および岩盤特性のデータベース化

ダム、トンネル、橋梁下部構造およびのり面の調査
宮崎県・・・県内の岩石・岩盤の物性値をＤＢ化（宮崎大学と連携）

プロジェクトで得られた資料
地質図、地質断面図、弾性波探査解析図ほか

② 学術的な地質図ではわからない土木地質的な要素
岩盤の風化形態と地域による風化厚さ
地下水の賦存状況

③ 市町村単位での標準（基準）ボーリング
地盤情報データベースを用いて自治体単位で
地下構造を明確にする → できれば地盤図の作製

鹿児島県：公益財団法人鹿児島県建設技術センター 毎年地盤情報データの収集・更新
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土木的な視点からの脆弱岩盤分類
地盤工学会研究委員会／九州・沖縄の特殊土地盤／軟岩

① 強度自体が弱い（破砕性地山を含む）
一軸圧縮強度 ２５ＭＮ／m2未満 （地盤工学会基準 軟岩系岩盤 Ｓ）

一軸圧縮強度 ２０ＭＮ／m2以下 （トンネルの地山分類で L 相当）

② 曝されると風化が速く進む

異常にスレーキング速度が速い 第三紀成層岩類など

③ 深層まで風化して土砂や多亀裂性岩盤となっている

風化花崗岩（まさ土）、新第三紀火山岩類など

④ 硫酸基を発生し周辺環境への影響が大

宮崎層群泥岩、ぼた（古第三紀挟炭層）、変朽安山岩等
＊黄鉄鉱を含む岩盤

⑤ 自然由来の重金属の含有
日南層群 ヒ素などの有害物質を含む → 環境への影響

ご清聴ありがとうございます。 ａｒｒｏｗｈｉｄｅｇ＠ｇｍａｉｌ．com

建設現場の露頭データベース → 後輩技術者へのプレゼント

大分合同新聞 2019-0927

阿蘇の火砕流堆積物（溶結凝灰岩を含む）分布地に建設する難しさ
籾倉克幹：溶結凝灰岩地帯におけるダム構築上の問題点（土と基礎，１９８０）

大蘇ダム34年遅れで供用
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